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新
専
従
者
紹
介

　

昨
年
３
月
に
定
年
退
職
を
迎
え
、
４
月
か
ら
再
任

用
で
勤
務
し
て
い
た
○
○
○
○
さ
ん
が
３
月
末
で
書

記
局
を
退
職
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
本
部
書
記
長
、
副
中
央
執
行
委
員
長

な
ど
を
歴
任
し
、
県
医
労
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

ようこそ県医労へ
支部組合説明会 ◆歓迎会

4／3　中央支部組合説明会

4／3　中部支部組合説明会 4／11　一戸支部組合説明会

4／5　磐井支部組合説明会

4／12　胆沢支部組合説明会

　
本
部
専
従
と

な
り
ま
し
た
○

○
○
で
す
。
今

ま
で
は
一
戸
支

部
書
記
長
と
し

て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
15
年
前
に
青
年
部

役
員
と
し
て
本
部
の
活
動
に
携
わ
っ
た
経
験

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
は
支
部
活
動
を
中

心
に
行
っ
て
き
た
た
め
本
部
専
従
と
し
て
は

一
か
ら
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
労

働
環
境
改
善
に
向
け
て
少
し
で
も
お
役
に
立

て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

新
専
従
者
紹
介

退
職
の
お
知
ら
せ

ようこそ県医労へ
支部組合説明会 ◆歓迎会
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
地
元
の

４
名
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
が
報
告
。

　

大
船
渡
市
漁
協
理
事
で
カ
キ

業
業
者
の
新
沼
氏
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
制
度
を
活
用
し
な
が

ら
養
殖
生
産
を
頑
張
っ
て
き
た

こ
と
、
震
災
前
に
比
べ
カ
キ
・

わ
か
め
・
ホ
タ
テ
な
ど
養
殖
漁

業
者
が
減
少
し
て
い
る
が
、
震

災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
若
者
が
新

た
な
担
い
手
と
し
て
育
っ
て
い

る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

県
営
災
害
公
営
住
宅
の
自
治

会
副
会
長
の
村
上
氏
は
、
応
急

仮
設
と
違
い
機
密
性
が
高
く
、

金
属
の
ド
ア
に
阻
ま
れ
安
否
確

認
や
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と

や
、
働
き
盛
り
の
入
居
者
が
献

身
的
に
自
治
会
活
動
を
支
え
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
収
入

超
過
者
」
と
し
て
退
去
を
迫
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
を

抱
え
て
い
る
こ
と
を
告
発
し
ま

し
た
。

　

大
船
渡
市
社
協
の
生
活
支
援

係
長
の
伊
藤
氏
は
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
。
生
活

支
援
相
談
員
23
名
体
制
で
応
急

仮
設
や
災
害
公
営
住
宅
な
ど
、

９
３
８
世
帯
を
対
象
に
、
個
別

支
援
や
サ
ロ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
支

援
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

災
害
公
営
住
宅
の
半
数
以
上
が

高
齢
者
で
、
独
居
が
多
く
今
後

も
個
別
支
援
が
課
題
で
あ
り
、

配
置
に
必
要
な
国
の
財
政
支
援

が
２
０
２
１
年
か
ら
は
未
だ
不

透
明
だ
と
発
言
し
ま
し
た
。

　

椿
の
里
・
大
船
渡
ガ
イ
ド
の

会
副
会
長
の
森
氏
は
、
震
災
後

ガ
イ
ド
と
し
て
全
国
か
ら
の
観

光
客
に
津
波
の
実
態
や
避
難
の

大
切
さ
を
伝
え
て
き
た
と
語
り

シンポジスト４名の方々から報告

　

三
陸
鉄
道
リ
ア
ス
線
全
線
開

通
の
翌
日
３
月
24
日
、
東
日
本

大
震
災
津
波
８
年
の
つ
ど
い

（
救
援
・
復
興
岩
手
県
民
会
議

主
催
）が
、
大
船
渡
市
「
シ
ー

パ
ル
大
船
渡
」
で
開
催
さ
れ
、

県
内
各
地
か
ら
１
０
２
名（
県

医
労
３
支
部
・
本
部
７
名
）が

集
い
、
被
災
か
ら
８
年
の
現
状

と
課
題
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も

　
被
災
者
支
援
の
継
続
が
重
要

　
　
　
　
　    

　
～
東
日
本
大
震
災
津
波
８
年
の
つ
ど
い
～

ま
し
た
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
斉
藤

信
県
議
は
、「
被
害
が
大
き
く

復
興
が
遅
れ
て
い
る
自
治
体
を

基
準
に
、
国
は
支
援
を
継
続
す

べ
き
」
と
強
調
し
、
最
後
に
復

興
県
民
会
議
の
金
野
事
務
局
長

が
、
５
月
の
国
会
行
動
に
向
け

た
取
り
組
み
を
提
起
し
ま
し
た
。

　

集
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
木

戸
口
英
司
参
議
院
議
員（
野
党

統
一
）が
あ
い
さ
つ
し
、
東
日

本
大
震
災
復
興
特
別
委
員
会
委

員
の
高
橋
ち
づ
子
衆
院
議
員

（
共
産
）か
ら
野
党
共
闘
の
「
被

災
者
生
活
再
建
支
援
法
」
の
拡

充
等
を
求
め
る
復
興
関
連
４
法

案
の
取
り
組
み
な
ど
、
国
会
報

告
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
岩

手
県
知
事
を
は
じ
め
、
17
自
治

体
首
長
や
国
会
議
員
な
ど
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

観光客を乗せ綾里駅へ

　全線開通から１週間後の３月3０日、
復興県民会議は「三陸鉄道リアス線
全線開通ツアー」を開催しました。
中央支部から３名、全体で47名が参
加しました。待ちに待って、やっと
開通した釜石駅から宮古駅まで乗車
し、開通を祝いました。

待ちに待った全線開通！
三鉄リアス線全線開通ツアー



3

と
を
伝
え
ま
し
た
。
そ
の
こ
と

に
つ
い
て
医
療
局
長
は
「
聞
い

て
い
る
」と
し
、「
私
ど
も
に
は
、

職
場
環
境
を
良
く
し
て
い
く
努

め
が
あ
る
。
職
員
課

を
窓
口
に（
協
議
を
）

進
め
て
い
っ
て
欲
し

い
」
と
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
署
名
は
、
他

団
体
か
ら
も
協
力
を

得
て
お
り
、「
医

療
局
で
始
め
れ

ば
、
他
の
病
院
も

影
響
さ
れ
て
し
ま

う
。
絶
対
阻
止
し

て
欲
し
い
」「
長

時
間
労
働
は
す
る

べ
き
で
は
な
い
」

「
８
時
間
勤
務
と

い
う
こ
と
を
守
っ

て
い
く
べ
き
」
等
、
多
く
の
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

署
名
は
６
月
末
ま
で
の
取
り

組
み
で
す
。
過
酷
な
24
時
間
労

働
で
は
な
く
身
体
に
優
し
い
勤

務
を
目
指
し
、
改
悪
阻
止
の
た

め
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

　

４
月
か
ら
タ
イ
ム
カ
ー
ド
が

導
入
さ
れ
、
職
場
で
は
数
々
の

問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
タ

イ
ム
カ
ー
ド
は
、
管
理
側
が
適

正
に
時
間
管
理
を
す
る
た
め
の

ツ
ー
ル
で
す
。「
時
間
に
な
る

ま
で
就
業
前
の
タ
イ
ム
カ
ー
ド

は
押
さ
ず
に
仕
事
を
し
て
い

る
」「
タ
イ
ム
カ
ー
ド
を
押
し

て
か
ら
、
就
業
後
の
超
過
勤
務

を
し
て
い
る
」
等
、
導
入
さ
れ

て
か
ら
１
ヶ
月
も
経
た
ず
し

て
、
正
し
い
時
間
管
理
が
な
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
自
分
を
守
る

た
め
、
正
し
い
時
間
で
タ
イ
ム

カ
ー
ド
を
押
し
ま
し
ょ
う
。

熊谷・新医療局長（右）へ署名提出

　

県
医
労
本
部
で
は
４
月
５

日
、
熊
谷
医
療
局
長
へ
、
こ
の

間
取
り
組
ん
だ
「
県
立
病
院
の

宿
直
勤
務
体
制
の
改
善
を
求
め

る
要
請
書
」
の
署
名
１
０
７
１

筆
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

組
合
か
ら
は
、
職
場
の
問
題

解
決
の
た
め
の
協
議
を
頻
回
に

行
う
よ
う
要
請
。
ま
た
、「
宿

直
勤
務
の
改
正（
案
）」
に
つ
い

て
、
組
合
が
反
対
し
て
い
る
こ

　一戸支部は３月７日、８
日の２日間、胆沢支部では
４月12日の新採用者組合
説明会・歓迎会にあわせ
て、「宿直勤務の改正等に
ついて」の学習会を行いま
した。胆沢支部では○○中
執が、「長時間の圧縮勤務
となり、自分たちの健康が守れないことになる。当直と
なってもいつ呼ばれるかわからないというプレッシャー
があり、全然休めない。現在の体制も一人で当直をして
いるため、つらい状況で当直をしていることをみんなに
理解してほしい。労働条件の改善ではなく、改善させる
ために署名をみんなで取り組もう」と説明しました。支
部の参加者からは、「長時間勤務はつらい」「組合が頑張っ

て阻止していることを理解した」
「今でもつらいのに、手当も減る
のはおかしい。普通に朝帰りをさ
せれば良いのに」等の声がありま
した。絶対に阻止
しようと署名を取
り組む意思統一を
しました。

身
体
に
優
し
い
勤
務
を

「
県
立
病
院
の
宿
直
勤
務
体
制
の

　
　
　
　
　
　
　
　改
善
を
求
め
る
要
請
書
」
提
出

説明を聞く一戸支部の参加者

署名を集め改悪を阻止しよう！
〜一戸支部・胆沢支部「宿直勤務の改正」学習会〜

説明する○○中執
（胆沢支部）
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女性部

●受付開始　9：30

●全体会　13：00～15：30

☆オープニング
遠野市一輪車クラブスポーツ少年団

●分科会　10：00～12：00
・遠野市民センター　・遠野市民体育館
・あえりあ遠野　　　・遠野市立図書館
※昼食場所は体育館、敷物持参のこと

歓迎郷土芸能　駒木鹿子踊保存会

遠野市民会館 大ホール（12：30開場）
☆記念講演

（第158回芥川賞受賞作家）

「おらはおらだあきらめねで
主張するも」

若竹千佐子さん ［プロフィール］
　●1954年、岩手県遠野市生まれ
　●岩手大学教育学部卒業
　●2017年、『おらおらでひとりいぐも』
　　で第54回文藝賞受賞
　●2018年、同作で芥川賞受賞

講師

演題

　２月から毎月行われてきた女性５団体によ
るピースアクション。３回目の「アベ政治を
変えよう！レッドアクション」が４月１０日昼、
梅の花がほころぶ裁判所前で行われました。
赤いものを身につけて集まった参加者は、「戦
争はこれからもずっとしない、させない」「子
どもたちの未来のためにも平和は守らなけれ
ばならない」などとリレートークし、今度の
選挙で安倍政権を退陣に追い込み、憲法９条
を守ろうと、道行く人に３０００万署名の協
力を訴えました。

　いわて労連女性部は４月20日、岩手県民
会館を会場に、ドキュメンタリー映画「ＯＫ
ＩＮＡＷＡ１９６５」を鑑賞し、戦後の米軍
占領下での沖縄の歴史を学び、辺野古新基地
建設を阻止するために何ができるかを考えま
した。鑑賞後はグループに分かれて感想を出
し合い、発表しました。参加者からは、安倍
政治に対する不信感や、基地はいらない、平
和が大事だと訴える確信になったなどの感想
が出されました。学習会には23名（県医労か
ら２名）が参加しました。

レッドアクションレッドアクション

アベ政治を変えよう

戦争はさせません！
沖縄に基地はいらない
平和が大事

いわて労連女性部学習会

「OKINAWA1965」鑑賞会
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少ない掛金でどこにも負けない有利な保障

医労連共済の魅力を語る！
　組合員だからこそ加入できる医労連共済。
　民間保険会社は掛け金の７割を運営と利益に充て、給付金には３割しか充てていませんが、
医労連共済は７割を給付金に充てています。とても魅力的な助け合いの制度です。
　ケガや病気に伴う入院給付はもちろん、慶弔給付もあります。そして、民間保険にはない一番
大きな保障は休業給付です。少ない掛金で幅広く手厚い保障が受けられます。
　そこで今回は、実際に医労連共済から給付を受けた組合員の例を紹介し、まだ加入されてない
みなさんに魅力的な制度を知ってもらいたいと思います。

県医労型っていうプランに加入していたんだ
けど、インフルエンザで１０，０００円給付
されたよ！

私はオススメプランに加入していたおかげで、
同じインフルエンザでも３５，０００円も給
付されたよ！

県医労型（月掛1,200円）⇒ 入院１日：4,000円　休業：2,000円
★オススメプラン（月掛3,600円）⇒ 入院１日：14,000円　休業：7,000円

給付例の紹介
※金額はオススメプラン。（　 ）内は県医労型

椎間板ヘルニアで２週間自宅療養　９万８千円！ ＋ 傷病見舞金３万円
休業14日＝98,000円（28,000円）

骨折で10日間入院、２ヶ月自宅療養で５６万円！ ＋ 傷病見舞金３万円
入院10日、休業60日＝560,000円（160,000円）

切迫流産の入院・休業で１８６万円！ ＋ 傷病見舞金３万円
入院88日、休業90日＝1,862,000円（532,000円）＋30,000円

1,892,000円÷3,600円÷12ヶ月＝ 43.8年分の掛金相当！



6

　

と
き
め
く
か
、
と
き
め
か
な

い
か
。
服
の
整
理
を
し
て
い
た

ら
、
黒
系
、
紺
系
の
色
ば
か

り
。
と
き
め
く
は
ず
が
あ
り
ま

せ
ん
。春
色
の
明
る
い
ピ
ン
ク
、

黄
色
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
服
が
欲

し
く
な
り
ま
し
た
。

�

　
中
央
支
部
　
ツ
ン
デ
レ
ラ

　

　

　

育
休
中
で
す
。
現
場
か
ら
離

れ
て
子
育
て
に
奮
闘
中
で
す
。

子
ど
も
と
ゆ
っ
く
り
向
き
合

え
る
時
間
を
大
切
に
し
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
中
央
支
部
　
春
う
ら
ら

　

　

　

今
年
の
Ｇ
Ｗ
は
ど
う
な
る
の

だ
ろ
う
か
。
連
休
は
も
ら
え
る

の
だ
ろ
う
か
。
で
も
、
休
ん
だ

分
の
仕
事
は
、
ど
こ
で
カ
バ
ー

す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
不

安
で
す
。

久
慈
支
部
　
ジ
ョ
ン
マ
マ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
テ

レ
ビ
小
説
「
な
つ

ぞ
ら
」
の
一
場

面
。
牧
場
の
従
業

員
戸
村
親
子
に
、

主
人
公
の
な
つ
は

「
独
立
し
て
牛
を

飼
お
う
と
思
わ
な

い
の
か
」
と
問
う
。
戸
村
親
子

は
「
い
つ
の
間
に
か
、
自
分
の

牧
場
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
。

こ
こ
が
好
き
だ
か
ら
ど
ん
ど
ん

で
っ
か
く
し
た
い
」
と
イ
キ
イ

キ
語
る
。
素
敵
な
場
面
だ
▼
医

療
局
職
員
の
２
０
１
８
年
度
普

通
退
職
者（
医
師
を
除
く
）は
、

１
２
４
名
。
こ
こ
数
年
で
貴
重

な
人
材
を
失
っ
て
き
た
。
こ
の

現
実
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
労

使
協
議
の
一
つ
ひ
と
つ
が
大

事
に
な
っ
て
い
る
▼「
協
議
し

て
い
く
」
と
し
な
が
ら
、
現
実

は
全
く
違
っ
て
い
た
２
０
１
８

年
度
。
何
度
も
何
度
も
申
し
入

れ
、
行
っ
た
団
体
交
渉
は
一
度

だ
け
。
1０
月
の
「
宿
直
勤
務
の

改
正
等
に
つ
い
て
」
は
組
合
か

３
月
号
パ
ズ
ル

３
月
号
パ
ズ
ル

　

３
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
26
名
の
応

募
が
あ
り
、
24
名
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
1０
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

▪
３
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

ジ
ョ
ン
マ
マ（
久
慈
支
部
）、

今
は
走
れ
ぬ
豚（
一
戸
支
部
）、

ち
ろ
、
は
る
と
り
、
パ
ン
・

パ
ン
、
も
も
ま
ま
（
以
上
、

中
央
支
部
）、
サ
ク
ラ
さ
く

（
磐
井
支
部
）、
み
ー
ち
ゃ

ん
（
大
東
支
部
）、
や
っ
て

ら
れ
な
い
（
山
田
支
部
）、

夢
み
る
お
ば
ち
ゃ
ん
（
宮
古

支
部
）

　

今
ま
で
大
河
ド
ラ
マ
に
は
興

味
が
な
か
っ
た
が
、「
い
だ
て

ん
」
が
お
も
し
ろ
い
！
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も

盛
岡
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
に
出
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

一
戸
支
部
　
今
は
走
れ
ぬ
豚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

看
護
師
は
減
る
の
に
、
認
知

症
は
増
え
る
。
安
全
を
守
っ
て

い
け
る
か
、
毎
日
心
配
。

江
刺
支
部
　
い
ち
ご
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

働
き
方
改
革
が
動
き
始
め
て

い
ま
す
が
、
今
の
仕
事
量
で
改

善
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

す
ま
す
働
く
側
が
苦
し
く
な
る

の
で
は
…
。

　
磐
井
支
部
　
サ
ク
ラ
さ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

卒
業
式
も
無
事
終
え
、
そ
れ

ぞ
れ
中
学
・
高
校
に
入
学
。
教

科
書
は
こ
の
懸
賞
パ
ズ
ル
で
コ

ツ
コ
ツ
た
め
た
図
書
カ
ー
ド
が

大
変
役
に
立
ち
ま
し
た
。

　
中
央
支
部
　
も
も
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

４
月
か
ら
新
し
い
気
持
ち
で

働
け
た
ら
い
い
で
す
ね
。

�������

中
央
支
部
　
は
る
と
り

ら
提
出
し
た
質
問
書
に
未
だ
回

答
は
な
い
▼「
タ
イ
ム
カ
ー
ド
」

導
入
の
方
向
が
示
さ
れ
た
の

は
、
２
月
。
「
運
用
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
む
よ
う
、
組
合
と
協
議

を
」
の
申
し
入
れ
に
、「
始
ま
っ

て
問
題
が
出
た
時
に
す
れ
ば
良

い
」
と
前
医
療
局
長
。
そ
し
て

今
、
驚
く
よ
う
な
事
が
。
始
業

前
の
情
報
収
集
を
し
て
も
打
刻

は
決
ま
っ
て
８
時
15
分
。
終
業

が
何
時
で
あ
ろ
う
と
17
時
3０
分

に
打
刻
し
て
、
超
勤
用
紙
の
記

載
は
一
切
な
い
。
間
違
い
だ
ら

け
の
管
理
シ
ス
テ
ム
。
不
払
い

労
働
が
問
題
に
な
る
日
は
必
ず

く
る
▼
労
働
組
合
の
軽
視
や
攻

撃
は
、
職
場
の
雰
囲
気
を
悪
化

さ
せ
る
。
そ
れ
は
物
の
言
え
な

い
職
場
を
つ
く
り
、
楽
し
さ
や

働
き
が
い
、
働
く
者
の
誇
り
を

奪
う
。
▼「
働
く
人
を
大
事
に

し
な
い
」
当
局
で
は
な
く
、「
こ

こ
が
好
き
だ
か
ら
働
き
た
い
」

人
た
ち
が
増
え
て
い
く
、
そ
ん

な
職
場
環
境
を
め
ざ
し
て
欲
し

い
も
の
だ
。（
る
）



５月の予定
１日（水・祝）  第90回メーデー

３日（金・祝） 憲法記念日のつどい（岩手教育会館）

10日（金） 青年部委員会・支部青年部役員合同署名

 行動

 　午前：中部病院　午後：中央病院

24日（金） 支部長会議（水産会館）

25日（土） 岩手医労連ナースウェーブ集会

（プラザおでって）

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
ー
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
ー
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

５
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

大会代議員
・オブザーバーを組織しましょう

６月の予定

８日（土）〜16日（日）

 ２０１９国民平和大行進

14日（金）〜15日（土） 

 第46回医療研全国集会in三重

21日（金）〜22日（土） 

 県医労第75回定期大会（ホテル森の風鶯宿）

22日（土） 薬剤師・臨床検査技師・診療放射線技師合

 同会議と看護部会合同会議

（ホテル森の風鶯宿）

30日（日） 第65回岩手県母親大会in遠野

（あえりあ遠野、他）

1日目6／14
13：50～

金

2日目6／15 土

会場 三重県総合文化センター
文化会館大ホール

「自治体戦略2040構想」は
地域医療・介護に何をもたらすか

会場 三重県総合文化センター
津市アストプラザ

岡田知弘
（京都大学（４月より京都橘大学予定）教授）

記念講演

9：30～16：00
分　科　会

県医労第75回定期大会
と　き　6月21日（金）〜

22日（土）
ところ　ホテル森の風鶯宿

（雫石町）


